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   提案理由  

本案は、路上等における受動喫煙の防止に関し必要な事項を定め

るため、条例を制定するものです。  
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   白井市路上等における受動喫煙の防止に関する条例  

 

 （目的）  

第１条 この条例は、健康増進法（平成１４年法律第１０３号。以

下「法」という。）第２５条に基づき、路上等における受動喫煙

の防止に関し必要な事項を定めることにより、市民の望まない受

動喫煙を未然に防止することを目的とする。  

 （定義）  

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それ

ぞれ当該各号に定めるところによる。  

   喫煙 法第２８条第２号に規定する喫煙をいう。  

   受動喫煙 法第２８条第３号に規定する受動喫煙をいう。  

   市民等 市内に在住し、在勤し、在学し、若しくは滞在し、

又は市内を通過する者をいう。  

   事業者 市内で事業活動を行う法人その他の団体又は個人を

いう。  

   路上等 市内の道路、公園その他公共の場所をいう。  

 （市の責務）  

第３条 市は、この条例の目的を達成するため、路上等における受

動喫煙の防止に必要な施策を推進するものとする。  

 （市民等の責務）  

第４条 市民等は、路上等における望まない受動喫煙を生じさせる

ことがないよう配慮しなければならない。  

２ 市民等は、この条例の目的を達成するため、市が行う路上等に

おける受動喫煙の防止に関する施策に協力しなければならない。  

 （事業者の責務）  

第５条 事業者は、路上等における望まない受動喫煙を生じさせる

ことのないよう、必要な環境の整備に努めなければならない。  

２ 事業者は、この条例の目的を達成するため、市が行う路上等に

おける受動喫煙の防止に関する施策に協力しなければならない。  
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 （重点区域の指定）  

第６条 市長は、重点的に受動喫煙を防止するため喫煙を禁止する

ことが必要である路上等を重点区域として指定することができる。  

２ 市長は、必要があると認めるときは、重点区域の指定を変更し、

又は解除することができる。  

３ 市長は、第１項の規定による指定又は前項の規定による指定の

変更若しくは解除をしたときは、その旨を告示するものとする。  

 （喫煙の禁止）  

第７条 市民等は、重点区域において、喫煙をしてはならない。た

だし、市長が指定した場所においては、この限りでない。  

 （指導）  

第８条 市長は、前条の規定に違反して喫煙をしている者に対し、

必要な指導を行うことができる。  

 （委任）  

第９条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

 （過料）  

第１０条 重点区域（当該区域において現に運行している自動車の

内部を除く。）において喫煙をした者で第８条の規定による指導

に従わないものは、１万円以下の過料に処する。  

２ 市長は、過料に処するための手続その他の行為を市長の指定す

る職員に行わせることができる。  

   附 則  

 この条例は、令和７年１０月１日から施行する。  
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